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地
球
に
は
、
実
に
多
種
多
様
な
生
物
が
暮

ら
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
だ
け
で
も
約
１
７
５
万
種
。
未
知
の

も
の
も
含
め
る
と
、
５
０
０
万
〜
３
０
０
０

万
種
に
も
上
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
無
数
の
生
物
種
は
、
多
様
な
遺
伝
子
が
長

い
時
間
を
か
け
て
分
化
を
繰
り
返
し
、
さ
ら

に
森
林
や
湿
原
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
生
態
系
に
適
応
す
る
過
程
の
中
で
生
ま

れ
て
き
た
も
の
。
そ
う
し
た「
遺
伝
子
」、「
種
」、

「
生
態
系
」
の
多
様
性
が
つ
く
り
出
す
、
い
わ

ば〝
生
命
の
豊
か
さ
〞を
象
徴
す
る
言
葉
が「
生

物
多
様
性
」
だ
。

　

森
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
日
光
や
雨
水

を
恵
み
に
成
長
す
る
草
木
や
花
と
、
そ
の
葉

を
食
べ
る
虫
た
ち
が
い
る
。
そ
の
虫
た
ち
を

小
鳥
や
カ
エ
ル
な
ど
が
餌
に
し
、
そ
れ
ら
を

小
動
物
な
ど
が
狙
う
。
落
ち
葉
や
遺
体
は
微

生
物
に
分
解
さ
れ
、
残
っ
た
養
分
が
今
度
は

植
物
を
育
て
る
。
こ
の
よ
う
に
自
然
界
で
は
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
生
物
が
、
食
べ
た
り
食

べ
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
共
生
し
て
い
る
。

　

そ
の
前
提
に
立
て
ば
、
生
物
多
様
性
の
バ

ラ
ン
ス
が
一
度
崩
れ
て
し
ま
う
と
、
取
り
返

し
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
あ
る
虫
が
絶
滅
し

た
と
す
る
。
す
る
と
、
そ
の
虫
を
餌
に
し
て

い
た
小
鳥
が
少
な
く
な
り
、
小
鳥
の
ふ
ん
や

死
骸
か
ら
養
分
を
得
て
い
た
土
壌
が
や
せ
、

そ
こ
で
は
植
物
が
育
ち
に
く
く
な
る
。
酸
素

を
供
給
す
る
ほ
か
、
家
具
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

日
用
品
の
原
料
で
も
あ
る
森
林
資
源
が
減
っ

て
し
ま
え
ば
、
当
然
、
人
間
の
暮
ら
し
に
も

影
響
が
及
ぶ
。

　

こ
う
し
て
「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
大
き

な
生
命
の
連
鎖
の
中
で
〝
生
か
さ
れ
て
い
る
〞

私
た
ち
。
そ
の
上
、
毎
日
の
食
事
や
衣
服
、

住
ま
い
か
ら
、
医
療
、
産
業
、
文
化
に
至
る

ま
で
、
自
然
の
恵
み
が
な
け
れ
ば
生
活
は
成

り
立
た
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
、
私
た
ち
人
間
が
、

こ
の
豊
か
な
生
物
多
様
性
を
危
機
的
状
況
に

追
い
込
ん
で
い
る
。
世
界
各
地
で
生
態
系
の

機
能
が
劣
化
し
、
年
間
約
４
万
種
も
の
野
生

生
物
が
絶
滅
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
ス
ピ
ー

ド
は
こ
の
数
百
年
で
急
激
に
加
速
し
て
お
り
、

そ
れ
以
前
の
平
均
と
比
べ
、
約
１
０
０
０
倍

に
も
な
る
。
開
墾
に
よ
る
森
林
伐
採
、
放
牧

や
薪
炭
材
の
採
取
と
い
っ
た
自
然
資
源
の
過

剰
利
用
、
産
業
廃
棄
物
や
生
活
排
水
の
増
大

に
伴
う
河
川
や
海
洋
の
汚
染
に
加
え
、
野
生

生
物
の
乱
獲
や
外
来
種
の
持
ち
込
み
、
か
つ

て
な
い
地
球
温
暖
化
の
脅
威
な
ど
が
そ
の
原

因
で
あ
り
、
生
物
の
生
息
環
境
を
急
速
に
悪

化
さ
せ
て
い
る
。

　
「
本
来
自
然
環
境
は
、
多
少
の
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
も
、
自
ら
回
復
す
る
〝
調
節
機
能
〞

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
生
物
多
様
性
は
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
長
谷
川
基
裕
・Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
。「
し
か
し
、
そ
の

回
復
力
を
は
る
か
に
超
え
た
過
度
の
開
発
が
、

生
物
多
様
性
に
深
刻
な
傷
跡
を
残
し
て
い
ま

す
」
と
訴
え
る
。

　

そ
し
て
、
生
物
多
様
性
の
消
失
で
最
初
に

影
響
を
受
け
る
の
は
、
森
や
川
、
海
な
ど
の

生
態
系
に
大
き
く
依
存
し
な
が
ら
自
給
自
足

の
生
活
を
営
む
開
発
途
上
国
の
人
々
だ
。
食

料
や
燃
料
な
ど
の
宝
庫
だ
っ
た
は
ず
の
自
然

環
境
を
失
え
ば
、
お
の
ず
と
彼
ら
の
生
活
は

苦
し
く
な
る
。
さ
ら
に
、
大
規
模
な
農
園
開

発
の
た
め
の
森
林
破
壊
や
、
養
殖
を
目
的
と

し
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
伐
採
な
ど
、
こ
れ

ま
で
先
進
国
主
導
で
進
め
ら
れ
て
き
た
途
上

国
で
の
商
業
開
発
は
、
わ
ず
か
な
賃
金
と
引

き
換
え
に
住
民
の
貴
重
な
生
活
基
盤
を
破
壊

し
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
ま
さ
に
地
球
規
模

で
取
り
組
む
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

〝
生
命
の
豊
か
さ
〞を
表
す

生
物
多
様
性

　

森
林
破
壊
や
野
生
生
物
の
絶
滅
と
い
っ
た

自
然
環
境
問
題
が
世
界
で
注
目
さ
れ
始
め
た

の
は
、
１
９
７
０
年
代
。
急
速
な
工
業
化
に

よ
る
負
の
影
響
が
深
刻
に
な
り
始
め
た
こ
の

こ
ろ
、
国
際
社
会
は
特
定
の
湿
地
で
生
態
系

保
全
を
促
進
す
る
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」※
、

絶
滅
危
惧
種
（
野
生
動
植
物
）
の
国
際
取
引
を

規
制
す
る
「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
」
な
ど
の
条
約

を
成
立
さ
せ
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
き
た
。

　

一
方
で
、
特
定
の
地
域
や
種
を
保
護
す
る

だ
け
で
は
、
世
界
各
地
で
急
速
に
進
行
す
る

生
態
系
の
劣
化
に
対
応
で
き
な
い
と
の
声
が

高
ま
り
、
92
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
環
境
開
発
会
議

（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
「
生
物
多
様
性
条
約
」

を
採
択
。
生
物
多
様
性
の
保
全
に
地
球
規
模

で
取
り
組
む
重
要
性
が
共
有
さ
れ
た
。
以
来
、

同
条
約
の
締
約
国
に
よ
る
「
生
物
多
様
性
条

約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）」
が
定
期
的
に
開

か
れ
て
お
り
、
今
年
10
月
に
は
、
第
10
回
目

の
会
議
が
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
（
20
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）。

　

そ
う
し
た
国
際
動
向
の
中
、
日
本
は
「
自

然
環
境
と
人
間
の
営
み
が
調
和
し
た
持
続
可

能
な
社
会
」
を
築
い
て
い
く
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

を
中
心
に
、
途
上
国
の
生
物
多
様
性
の
保
全

を
目
指
し
た
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
、「
保
全
に
必
要
な
技
術
を
伝
え
る
」

こ
と
。
行
政
官
や
研
究
者
な
ど
を
対
象
に
、

生
態
系
の
回
復
技
術
や
、
自
然
資
源
を
把
握
・

分
析
す
る
た
め
の
調
査
研
究
能
力
の
向
上
な

ど
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
環
境
教
育
な
ど
を

通
じ
、「
地
域
住
民
の
意
識
向
上
」
に
力
を
入

れ
て
い
る
ほ
か
、
生
産
性
と
環
境
保
全
を
両

立
さ
せ
た
新
し
い
農
業
技
術
の
普
及
に
よ
る

「
地
域
住
民
の
生
計
向
上
」、
自
然
保
護
区
や

国
立
公
園
の
管
理
に
必
要
な
政
策
・
制
度
、

組
織
の
体
制
、
行
政
官
の
能
力
の
向
上
を
通

じ
た
「
地
域
一
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り
」

に
向
け
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
J
I
C
A
が
支
援
す
る
事
業
に

対
し
て
「
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

貴
重
な
生
命
で
彩
ら
れ
た
「
生
物
多
様
性
」
が
、
乱
開
発
の
〝
代
償
〞
と
し
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。を

適
用
し
、
事
業
に
よ
る
自
然
（
生
態
系
や

生
物
相
な
ど
）
へ
の
影
響
、
大
気
、
水
、
土
壌

へ
の
影
響
、
住
民
が
望
ま
な
い
移
転
や
先
住

民
族
の
人
権
と
い
っ
た
社
会
的
影
響
を
、
回

避
し
た
り
、
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
る
。

　

地
球
に
生
命
体
が
誕
生
し
て
か
ら
、
陸
上

で
生
活
す
る
植
物
や
両
生
類
が
現
れ
る
ま
で

35
億
年
以
上
。
そ
の
後
、
４
億
年
か
け
て
今

日
ま
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
生
物
た
ち
。
そ

の
多
様
性
を
ひ
と
た
び
失
え
ば
、
取
り
戻
す

の
に
こ
の
先
何
百
年
、
何
千
年
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
時
を
要
す
る
。
日
々
の
生
活
を
見
直

し
、
暮
ら
し
と
自
然
と
の
調
和
を
保
ち
続
け

る
こ
と
―
。
そ
れ
が
、
生
物
多
様
性
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
人
間
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

生
命
の
営
み
が
支
え
る

編集協力 ： 長谷川基裕・ＪＩＣＡ国際協力専門員

生物多様性条約第10回締約国
会議（COP10）の開幕を約4カ月
後に控えた6月15日、JICA、国際
熱帯木材機関（ITTO）、国際自然
保護連合（IUCN）による共催セミ
ナー「人為的な影響を受けた地域
における生物多様性保全」が横浜
で開催され、環境機関、NGOの関
係者など、約100人が集まった。当
日は、天然林や原生林に限らず、
生産林の管理を通じて生物多様
性保全に貢献していく「熱帯生産
林における生物多様性保全のた
めのITTO/IUCN共同ガイドライ
ン」が紹介されたほか、実際に人間
によって破壊されたインドネシアの
森の復旧活動や、COP10で日本
が発表予定の「SATOYAMAイニ
シアティブ」について報告された。
最後に、人間の手が入った森林に
おける生物多様性のバランスをど
う保っていくのか、その方法につい
て討論。会場からの質問にも対応
する形で、活発な議論が行われた。

セミナー「人為的な影響を
受けた地域における
生物多様性保全」を開催

自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
の

調
和
を

自
然
へ
の
過
度
な
負
担
が

も
た
ら
す
危
機

い
の
ち

人
間
の
暮
ら
し

酸素の供給、気温・湿度
の調節、水や栄養素の循
環、豊かな土壌、生態系
のバランス調整機能

医薬品開発、遺
伝子研究によ
る最先端医学

野菜、肉、
魚介類

美しい景観、大
自然の中での
レジャー・アウト
ドア

農業・林業・水
産業、エコツー
リズムなどの観
光産業

建材や家具など
に使う木材、薪
や炭などの燃
料、生活用品や
家電製品に使
われる資源

マングローブや
サンゴ礁による
津波軽減、森林
による土砂の流
出防止

自然と一体とな
った伝統文化、
自然美に触発さ
れた芸術作品

シルク、綿などの
天然繊維

生物多様性と
私たちのつながり

特
集

※正式名称は「特に水鳥の生息地として国際的
に重要な湿地に関する条約」。条約締約国は、
国内で1カ所以上を登録指定湿地とし、ワイズ
ユース（賢明な利用）を推進しながら、水辺の生
態系保全に取り組む。

大
切
に
し
た
い
生
命
の
豊
か
さ

-

私
た
ち
の
選
択

生命

食

衣
住

医療

憩い

産業・経済

防災

文化・芸術

医療


